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ージが強いが、それは時頼・時宗時代だけのことであり、全般的には顕密仏教が中心で
あったことを、データで示すことができたはずだ。 
筆者はこれまで、主な幕府僧400名のうち300名余りの事蹟を明らかにした。ここ数
年のうちに全員の事蹟検討を終え、この研究を完結させるのが今の目標である。 
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